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学校だより

上小川
上小川小ＨＰ

田植えは、楽しい
～大子清流高校・地域に皆様の見守りの中で～

５月１６日（木）、晴天の下、「やまびこ水田」にて、全校田植
えを実施しました。今回は、茨城県立大子清流高等学校農林科学
科の先生と生徒２０名が来校し、田植えの仕方についての説明や
実際植える場面でのご支援をいただきました。また、上小川シニ
アクラブの皆様が、畔で見守ったり、応援してくださったりして、
青空の下、子どもたちは、泥に足をとられ苦戦しながらも「気持
ちいい！」と歓声を上げながら楽しく行いました。
大子清流高等学校の先生からは、

「一粒の種から伸びた一本の苗から、どのくらいのお米が取れる
児童と先生、清流高校生徒一列で か楽しみにしていてください。種をまくから実りがある。皆さ

んの生活も同じです。種をまき大切に育てていきましょう。」
と話してくださいました。見守ってくださったシニアクラブの皆
さんは、「田舎ならではのこの行事は、貴重。私たちも手植えを見
るのはなかなかないので、見られて良かった。」と話していました。
これから、苗が育ち、花が咲き、実を結び、たくさんのお米が

収穫できることを子どもたちとともに楽しみにしています。この
学校田「やまびこ水田」は、菊池陸男さん所有の田を貸与ていた
だき、その管理を石井芳美さんに行っていただいております。素

優しいお姉さんに教えてもらって 晴しい学びの環境をありがとうございます。
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ボランティア活動
～気づき・考え・実行する～

毎朝、登校から朝の会までの間に、ボランティア活動を実施してい
ます。本校の児童は、その積み重ねの経験から、働くことを厭わずに
行います。その姿に驚きます。
この日、２・３年生は、校庭の草取りをしました。雨上がりという

こともあって、軽く引っ張っただけでも抜けるので、子どもたちは、
競うように草取りをして、気が付くとバケツいっぱいになっていまし ボランティアに励む子どもたち
た。短い時間でも目的をもち、協力しながらすすめることで、より強
い手応えを感じることができています。ご家庭でも、子どもたちに働
く役割を与え、環境が整えてみてください。その積み重ねが、子ども
たちを役立つ人に育っていきます。
本校は、青少年赤十字加盟校です。「赤十字は動いている」という

ポスターがありますが、日々の生活の中で「勤労奉仕・健康安全・国
際親善」を通して、自分たちの家族、学校、周りや社会がより良くな
ることが、居心地よく、生活が豊かになる源です。これからも青少年
赤十字（ＪＲＣ）の行動目標である「気付き・考え・実行」を大切に
様々なボランティア活動をすすめていきます。 やり切った後ろ姿


